
　２０１０年６月８日（火）～６月１２日（土）スペイン・バレンシア
市のバレンシア工科大学とエルカバニャル地区内において開催された国
際ワークショップと国際会議。日本・ドイツ・スペインなど８カ国から
100 名近くの学生や専門家が参加した。学生は、明治大学２３名（全て
都市計画研究室所属）、ハンブルク・ハーフェン大学１１名、バレンシ
ア工科大学１２名、ゼビリア大学１名、クラクフ大学１名の合計４８名、
バレンシア工科大学建築学科教員１２名が参加。

　髙見澤邦郎先生による連続特別講義も、御退職ということで昨年度で
最後を迎えました。過去三年間で、毎年３回ずつ計９回に渡り講義を行っ
て頂きました。　毎回学生だけでなく、関係者の方や一般の方からの参
加があり、大変有意義な会となりました。東京という都市が抱える様々
な問題に対して、高見澤先生の持つ独特な切り口と空気感によって、学
生にも分かりやすく、それでいて少し皮肉の効いたお話で、毎回和やか
な雰囲気に包まれていました。　今季からは田村誠邦先生をお迎えして、
今年も特別講義を開催する予定です。

2008年度
第一回講義（6月 3日）
同潤会アパートメントも 80年余
遥かな世界となった・・・が

第二回講義（10月 15日）
東京郊外都市の戦後
ーその爆発的拡大／町田市をテキストにー

第三回講義（11月 19日）
「被災から復興へ：
都市／建築計画の専門家は何をなすべきか、できるか
ー阪神・淡路、中越、そして来るべき首都直下地震ー」

　明治大学都市計画研究室は、山本俊哉が６月１１日（金）に講演を行
なったほか、日本で事前に作成したエルカバニャル地区の市街地模型（１
／１０００）、向島地区の道路と住環境整備、市川市の外環道問題と防
犯まちづくり等のパネル７枚をバレンシア工科大学の構内に展示して、
ディスカッションの素材を提供した。　学生ワークショップ／６つの課
題ごとにグループに分かれ、バレンシア工科大学の建築学科・都市計画
学科の教員１・２名がついて中間発表と最終発表。明治大学都市計画研
究室からは次の３つのテーマについて提案した。 
１　空地の形態と活動スペースの提案 　 
２　住宅建築タイポロジーの新たなタイプの提案 　 
３　横断する街路を通した都市のイメージ

学生ワークショップの趣旨
　この学生ワークショップは、東京とドレスデンの戦災復興と都市再生
を研究している日独双方の次代を担う建築系学生が一同に集い、日独交
流 150 周年を機に、150 年以上前から文化的つながりを有したドレス
デンの都市と文化の歴史を振り返りつつ、現代の日本文化とドレスデン
の都市再生のあり方について理解を深めるとともに、ドレスデンの歴史
的市街地の一角に計画敷地を想定し、当該敷地のアーバンデザイン又は
新たな建築のアイディアを競い合う。  これらを通して、ドイツ学生の現
代日本文化に対する理解および日本学生の欧州都市文化に対する理解を
深め、東京とドレスデンの戦災復興と都市再生の研究の促進に寄与する。

ワークショップの参加対象学生：合計２４名（日本１２名・ドイツ１２名）
日本側：向島学会の学生会員（新規会員を含む。）のうち建築系学生　
ドイツ側：ドレスデン工科大学・ドレスデン藝術大学等の建築系学生

設計課題
対象敷地：BruelscherGarten ドレスデンの中心市街地のエルベ川を臨
　　　　　む小公園。旧城壁際の砲台跡地、撤去後から戦前までカフェ・
　　　　　レストランの建物があった。
課題内容：計画敷地の場所性や歴史性を踏まえつつ、周辺市街地の都市
　　　　　景観および都市再生のあり方を検討しながら、当該敷地の　
　　　　　アーバンデザイン又は新たな建築のアイディアを提案する。

ワークショップのプログラム（2011年 2月 26日時点）
9月 09日　日本学生ドレスデン到着、歓迎夕食会
9月 10日　設計課題説明、現地調査、講義（ドレスデンの都市史等）
9月 11日　現地調査、講義
 　（ドレスデンにおける日本の藝術文化の歴史等）
9月 12日　ワークショップ、研究発表会（ポスターセッション）
9月 13日　ワークショップ
9月 14日　ワークショップ、中間発表会
9月 15日　ワークショップ
9月 16日　ワークショップ、成果発表会、ファイナルパーティ
9月 17日　ドレスデン出発

山本俊哉研究室は、伝統ある加藤隆研究室の歴史を受け継ぎ、２００５年度に発足し、理工学部（建築学科）と大学院理工学
研究科（建築学専攻・新領域創造専攻）に所属するメンバー約３０名が都市計画、まちづくり、防災・防犯、子ども環境、地
域情報等、幅広い研究と実践を行なっています。　２０１１年度からは、大学院建築学専攻の客員教授として田村誠邦先生を
迎え都市計画の研究についてご指導をいただいています。　詳しくはこちらから→ http://www.isc.meiji.ac.jp/~onepiece/
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　２００９年８月３～７日に韓国の清州大学校で８月３～７日に開催さ
れた国際デザインワークショップ。　グローバル化が進む中、環境に配
慮した都市再生が重要な課題となっている。韓国でも、マイカーへの依
存から脱却し、都市に自然を取り戻し、旧市街を魅力ある都市に再生す
ることが求められている。 　清州市は、韓国中部にある人口６３万人の
道庁所在地。Ｓｕ－ｄｏｎｇ教会通りは、その旧市街に位置する。１９
７０年頃まで小川が流れていたが、周辺の都市化に伴い暗渠になり、そ

の上部は全て公共駐車場となっている。　地区の特性や課題を踏まえて、
Ｓｕ－ｄｏｎｇ教会通り周辺地区の環境再生・都市再生をリードするプ
ロジェクトを提案する。　都市計画研究室では、この国際ワークショッ
プに先立ち、２００９年６月６～８日に研究室メンバー全員が訪韓して
現地調査を行い、ワークショップ参加者にその成果を報告して準備を進
めた。 　ワークショップには、日本からは明治大学・千葉大学・琉球大学、
韓国からは清州大学校・忠州大学校・延世大学校等、建築系大学の教員
と大学院生約１００名が集まった。明治大学からは４名の指導教員（小
林正美教授・山本俊哉教授・小池博兼任講師・池村圭造兼任講師）と１
７名の大学院生と地元出身の留学生（片山俊基）が参加。都市計画研究
室からは山本俊哉のほか、石川周平・加賀誠・片桐耕平の３名が参加した。

4月 7日
浦安市・旭市の被災地調査（山本・藤賀・鈴木・稲垣・末永）

4月 9 - 10 日
奈良県内の青色防犯灯設置住宅地調査（山本・重根・斎藤）

4月 12日
自主ゼミ
（大震災から１ヶ月を経て＿三陸復興計画等を振り返る）

4月 15 - 18 日
陸前高田の復興支援調査とワークショップ（山本・藤賀・鈴木）

4月 19 - 20 日
箱根ミニ合宿
「津波被災地の復興まちづくりについて語り合う」

４月 25日
緊急特別シンポジウム
「被災地は復興への支援をこんな具合に求めているのだ！」

4月 29日 - 5 月 3日
韓国ＷＨＯセーフコミュニティ事例調査

5月 3日 - 6 日
韓国・忠南都市建築国際ワークショップ

9月 9 - 17 日
ドイツ・ドレスデン国際デザインワークショップ

　通学路等における「犯罪からの子どもの安全」の確保にあたっては、
学校区等の関係団体・機関（自治会･学校・市町村･警察等）の連携･協
力による「計画的な防犯まちづくり」が効果的である。子どもの心身の
健やかな成長と総合的観点からの安全で安心なまちづくりを目指し、関
係団体・機関、各種専門家が計画的な防犯まちづくりを展開する上での
ノウハウや事例を示したオンラインマニュアルと、情報共有の一助とな
るポータルサイトの開発を進めている。

　プロジェクトでは、市川市の鬼高・曽谷・稲荷木の各小学校区周辺地
区の防犯まちづくり委員会と協働して、地域ポータルサイトの開発、既
往の防犯まちづくりの評価・改善等、モデル的な計画的な防犯まちづく
りを推進している。また、岡崎市の竜見丘小学校周辺地区や奈良市の富
雄北小学校周辺地区等でも、地元の関係団体と協働して計画的な防犯ま
ちづくりを進めている。さらには、マニュアル検証のモデル地区を公募
し、水谷東小学校区自主防災会連絡会（富士見市）と泉川まちづくり協
議会（新居浜市）における計画的な防犯まちづくりを支援している。
この他、本プロジェクトメンバーを中心に任意団体「子ども安全まちづ
くりパートナーズ」を立ち上げ、国内外の参考事例を収集してオンライ
ンマニュアルや総合ポータルサイトに反映している。

　向島プロジェクトでは、地域のNPOなどと連携して墨田区向島地域
の都市再生・防災・建築・文化・アートに関わる学術的成果の集約と江
戸以来の歴史文化を継承した地域資源を再評価しつつ、地域活性化を支
援している。特に、次の 4点に関して幅広い活動を行っている。

(1) 地域資源の情報収集及び提供
　 向島百花園の開園 200周年記念「向島 Year2004」、や東京アート
ポイント計画「墨東まち見世」等、アートとまちづくりを組み合わせた
各種プロジェクトを通して、地域の歴史や文化の再発見の活動を促進し、
アートプロジェクトと住まい・まちづくり調査の双方から収集した地域
資源情報と他の市民団体との交流を通じた地域内外の情報をブレンド
し、地域内外への還元を支援。

(2) 地域活性化活動の支援
　地域内外の関連情報や専門的知識、ノウハウの提供により、空き家・
空き地の活用、若者の移住促進等を手助けしている。特に、衰退が目立
つ商店街に対しては、アートプロジェクトに対する資金助成やコンペに
よるアイディア・コンテンツの提供を行うなど、商店街と一緒に空き店
舗対策に取り組んでいる。

(3) 住まい・まちづくりに関する調査研究
　国土交通省のまちづくり計画策定担い手支援事業を通して路地を活か

した法定地区計画の素案を提案するとともに、一般社団法人助成の住ま
い・まちづくり担い手支援事業等を通して、空き地・空き家の活用、高
齢者等の相互扶助居住の促進、密集市街地の防災性の向上を図っている。

(4) アートとまちに関する講座及びイベントの開催
　向島Year2004 や墨東まち見世等、約半年間におよぶロングラン の
アートプロジェクトのイベントを毎年のように開催している。 2007 年
には、東京スカイツリー建設予定地から夜空に 3本の光線を投射してタ
ワーの高さを体感する 光タワープロジェクトとそれに関連したフォト
コンテストを実施した。

4月 13日
研究室前期キックオフ

6月 1日
スペイン・ワークショップ国内中間発表会

6月 6日～ 12日
スペイン・ワークショップ
（バレンシア工科大学）

7月 6日
スペイン・ワークショップ報告会

8月 5日～ 10日
台湾ワークショップ（成功大学）

8月 30日～ 9月 1日
スタディツアー＆ゼミ合宿（新潟・柏崎）

9月 9日～ 11日
日本建築学会大会（富山大学）

9月 12日～ 20日
スタディツアー
ワルシャワ・プラハ・ドレスデン

9月 29日
研究室後期キックオフ

10月 30日～ 11月 1日
スタディツアー（青森・弘前）
＆弘前大学北原研究室との交流会

11月 6日
就職活動シンポジウム
「鉄道デベロッパーの実務と魅力」

「防犯まちづくり
対象地区：市川市・岡崎市など」

2009 年度
第一回講義（6月 02日）
東京戦前郊外住宅地
ー込められた夢を訪ねてー

第二回講義（10月 20日）
町田市新市庁舎
ー槇文彦設計／着工に至る 20年の物語ー

第三回講義（11月 25日）
地域社会無視の巨大マンションに歯止めをかける
郊外自治体におけるまちづくり条例を用いた＜協議調整システム＞

2010年度
第一回講義（5月 11日）
東京の密集市街地
不良住宅地区改良から防災都市づくりに至る経緯と課題

第二回講義（10月 20日）
地域から発想する街のルール
ー協定・地区計画・自治体条例、そして法改正に期待するものー

第三回講義（12月 14日）
私の住んだ街
－荻窪・下高井戸・久我山・玉川学園－

12月 6日
園田研究室との合同中間発表会
修論・卒論・卒業設計

12月 10日
建築学専攻合同
修士研究中間発表会

12月 18日
新領域創造専攻合同
修士研究中間発表会

12月 21日
都市計画研究室忘年会

1月 27日
卒業論文（計画系）発表審査会

1月 28日
卒業設計ポスターセッション

1月 30日
卒業設計公開講評会／駿河台キャンパス

2月 21日
稲荷木小学校周辺地区防犯まちづくり委員会

2月 22日
新領域創造専攻安全学系修士論文発表審査会

3月 1日
曽谷小学校周辺地区防犯まちづくり委員会

3月 26日
研究室謝恩会


